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Summary

　Self−incompatibility　genotypes（S −genotype）were 　 reexamined 　 in　 the　Japanese　pear
‘Choju’，

‘Kimizukawase ’
，

‘Meigetsu’，　and
‘Ichiharawase’．　The　S−genotypes　of　the　former　2　cultivars 　are

designated　as 　S2S5，　whereas 　those 　of　the　latter　2　cultivars 　are 　S 且S5．

　℃ hoju’ and
‘Kimizukawase’，　which 　are　cmss −incompatible　in　both　directions，　possessed　the　S「

and 　S5−allele　associated　proteins（S
−
protein）in　their　 stylcs ．　PCR （polymcrase　 chain 　 reaction ）

amplifications 　of 　self
−incompatibility　gencs（S

−
gene）also 　revealed 　the　presence　of 　S1− and 　S5−gene

fragments　in　both　cultivars ．　Thus
，
　the　S−genotypes　of ℃ hoju’and ‘Kimizukawase ’

were 　confi 皿 ed 　to

be　SIS5，　but　not 　S2S5．

　
‘Meigetsu’and

‘lchiharawase’were 　compatible 　with
‘Choju’；their　styles　contained 　the　S1−protein

but　not 　the　S5−protein．　PCR　amplification 　also 　suggested 　the　absencc 　of　S5−gene　in　boIh　cultivars ．
These　results　togethcr　with　those　in　the　literatuTe　on 　the　appearance 　of 　Fl　indiΨiduals　with 　pollen　cross
− incompatibility　with

‘Meigetsu’indicate　that　the　S −genotypes　of
‘Meigetsu’and ‘lchiharawase’are

StS70r　S 互Sx（Sx　indicates　an 　allele 　other 　than　Sl　to　S7），

Key 　Words ： Japanese　pears，　self
−incompatibility，　S −gene　fragment，　S− genotype　amend −

ment
，　S−protein．

緒　　言

　ニ ホ ン ナ シの 自冢不和合性遺伝子型 （S遺伝子型 ）は，受

粉樹 や 人工受粉の 花粉品種 を決め る際の 極 め て 重要 な 情

報で あ る．また ， S遺伝子型 は品種 の交配親の 推定に も有

効 と考え られる．

　近年，タ ンパ ク質や DNA な どの 分子 マ ーカーを使 っ た

S遺伝子型 の 推定法が ニ ホ ン ナ シ で も報告され て い るが

（lshimizuら ， 1998；Hiratsukaら，1998；IshimiZuら，

1999），こ れ ら は交配試験に よ っ て 遺伝子型が確立された

品種の 遺伝子 に対応す る分子 を検出し，それが未同定品

種に存在す る か否か に よ っ て推定す る もの で ある，従 っ

て，もし S遺伝子型が確立 され た品種 の 中に 誤りが あ れ
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ば，今後の未同定品種 に おける S遺伝子型 の 同定 に 際 し

て大き な混乱 が生 じ る．

　筆者 ら は，こ れまで に S 遺伝子型 が 確定 され た品種 と

そ の 交配親 の 遺伝子型を対応させ，理論的に つ じつ まの

あわ な い 数品種が存在する こ と を見 つ けた （HiTatsukaら，

1998）．す な わ ち，
‘

君塚早生
’
の S遺伝子型 は こ れ ま で

S2S5とさ れ て い る が （大垣，1958），
‘
君塚早生

’
x
‘
祇園

’

（S2S4）およ び
‘

菊水
’

（S2S4）x
‘

君塚早生
’
の Fl品種 と して

そ れ ぞ れ
‘

早玉
’

（SIS2）（梶浦 ら，1969）と
‘

新水
’

（S4S5）（
梶浦ら，1967）が あ る こ とか ら，

‘

君塚早生
’
は少な くと

も S1と S5遺伝子を有するもの と考え られ た．一方，
‘

長

寿
’

は 三君塚早生
’

と
‘

旭
’

（S4S5）の 交配 に よ っ て得 られた

品種 で あ り，そ の 遺伝子型 は S2S5と さ れて い る が （安延

ら，1977），もし
‘
君塚早生

’
の S遺伝子型が SlS5で あれ

ば，
‘
長寿

’
の S遺伝子型 が S2S5と い うこ と は論理的 に あ

り得ない ．さらに，
‘

君塚早生
’

の S遣伝子型 が SIS5で あ

れ ば ，
こ れ まで SIS5と さ れ て い る

‘

明月
’
お よ び

‘
市原早

生
’

と
‘

君塚早生
’

は交雑不和合性を示す は ず で あ る，
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　以上 の 理論的背景 に基 づ き，本実験 で は
‘
長寿

’
，
‘
君塚

早生
’

，
‘
明月

’
お よ び

‘
市原早生

’
の S タ ン パ ク質解析，

PCR に よ る S遺伝子断片の 増幅な らび に 受粉試験を行い ，

こ れ ら品種 の S遺伝子型 の 再考を行 っ た．

材 料 お よ び 方法

1．植 物 材料

　三重大学生物資源学部実験圃場お よ び鳥取大学農学部

付属農場栽植の
‘

長寿
’

，
‘

君塚早生
’

，
‘

明月
’

および
‘

市

原早生
’
を供試した．な お，比較品種と して，少な くとも

こ れ ま で に我 々 が花柱 Sタ ンパ ク質の電気泳動パ ターン

を確認 して い る以下 の 品種を用 い た．

　受粉試験 ：独逸 （SIS2），翠星 （SIS4），今村秋 （SIS6）（三

　重大学実験圃場 ）．

　S タ ン パ ク質分析 ：今村秋 （SIS6），幸水 （S4S5）（三重大

　学実験圃場 ）；独逸 （SIS2），翠星 （SIS4），晩三吉 （S5S7）（

　鳥取大学付属農場 ）．

　PCR 解析 ：独逸 （SIS2），翠星 （SIS4），今村秋 （S且S6），長

　十郎（S2S3），菊水 （S2S4），二 十世紀 （S2S4），八幸 （S4S5），

　幸水 （S4S5）， 晩三吉 （S5S7）（三重大学実験圃場 ）．

2．受粉 試 験

　 開花約 1 日前 の 花 を 1花 そ う当 た りおよ そ 3花に 調整

して 除雄 し，綿棒を用 い て 受粉 した．受粉後 の 花 そ うは

直ちに パ ラ フ ィ ン袋をか ぶ せ て 他の 花粉の 混入を防ぎ，お

よ そ 2週間後に 着果率を調査した．な お，各品種の 花粉の

発芽率 は，寒天培地上 で 50％ 以上 を示 し，ま た，各品種

の 花は放任受粉区で十分な着果が観察され た こ とか ら ， 用

い た花粉と雌ず い は健全 で あ っ たと考え られる．花托が

十分に肥大 した も の を着果と し ， 不十分 な 肥大を示す も

の や 近 い将来落果す る と予想され る もの は不着果 とした．

受粉後 2週間経過 した不受精花は黄変した もの が多く，一

方，十分 な花粉を受粉 して 受精した花は受精後約 10 日経

過 して お り，そ の 花托 は 明 らか な 肥大を示 して い た，

3，S タ ン パ ク 質 の 同 定

　前報 （Hiratsuka ら， 1995）に 従 っ て花柱か らタ ン パ ク

質を抽出し，100 μg の 可溶性タ ン パ ク質を等電点電気泳

動分析 した ．泳動用 の ゲ ル は 縦 11cm，　 ma　20cm ，厚さ

1mm と し， 7．5％ ア ク リル ア ミドと 2％ ア ン フ ォ ラ イ ン

（pH3 ．5・−9．5）を含 ん だ もの で あ る．泳動条件は 1200　V ，

30mA ，25　W で ，
10℃ 下で 90分行 っ た，泳動後 の ゲ ル

は ， 銀染色キ ッ ト（和光 KK ）を用 い て タ ン パ ク質バ ン

ドを染色 した．既 に 報告 した よ うに （Hiratsukaら，1995；

Zhang・Hiratsuka，1999），こ の 方法を用 い る と S タ ン パ

ク質は 陰極側か らSl，　 S7，　 S6，　 S4，　 S2，　 S5，　 S3の 順に

分離され，S遺伝子型 の 明確な品種を対照と して 同時に泳

動する こ と に よ り，S 遺伝子型 の 推定が 可能で あ る．但

し，S6と S7バ ン ドは，そ れ ぞ れの 遺伝子をもつ 品種が 1

品種ずつ （今村秋 ；SIS6：晩三吉 ；SsS7）しかない た め，陰極

電極付近 に分離さ れ て他の S タ ン パ ク質バ ン ドと は 明 ら

か に 異な っ た等電点を もつ バ ン ドを ， 暫定的 に S6，　 S7と

した もの で あ る．

4．S 遺 伝 子 の PCR 増 幅

　DNeasy 　Plant　Mini　Kit（Qiagen　K 　K ．）を 用 い て 若葉

か ら DNA を抽 出 し，鋳型 DNA と した ，ま た ，プ ラ イ

マ
ーは Ishimizu（1998）に よ っ て 報告 され た S1と S5遺伝

子 の DNA 配列 を 基 に 作成 した．す な わ ち，上流 プラ イ

マ
ーは保存領域か ら両遺伝子に共通の配列と し， 下流 プ

ライ マ
ーは そ れ ぞ れ の 可変領域か ら特徴的な配列 を選択

した．作成 した プ ラ イ マ ーは，以下 の 通 りで あ る．

　上流プラ イ マ ー
；

　　　　3’−CGACGCATI ’1’AAcrl ’ITAT ’1’A
，

　Sl下流 プ ラ イ マ ー
：

　　　　3’−TAAAAGGACGGGGAGGTC
，

　S5下流プ ラ イ マ
ー

：

　　　　 3’−AATGAG （JITGGGGTCGACCG ．

PCR は ，　 LA 　PCR 　Kit　Ver ．2 （宝 酒造 K ．　K ．）を用 い
，

500ngの鋳型 DNA と 100　pmol の プ ラ イマ ーを使用 し，

PCR 　kitの マ ニ ュ ァ ル に従 っ て 50 μ1の 反応液を作成 して

行 っ た．反応は ，
PCR 　Thermal 　Cycler　480（宝酒造 K．

K ．）を用い 94℃，30秒 ；55 ℃，1分 ；72℃ 1分 と し，40

サ イクル行 っ た．反応物は 1％ ア
ーガ ロ

ー
ス ゲ ル中で電気

泳動 し，
エ チ ジ ウ ム ブ ロ マ イ ド染色 して 紫外線下 で 写真

！露ゑ歎
S5− t＝1

：i i i i i i ＝“g s 1！s − s s be 　i 　 Si
Fig．1．　 Gei　plate　Qomparing 　S−protein　banding　pattems　among 　the　Japanese　pear　cultivars ．
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撮影 した，

結　　果

平塚　伸 ・中島正 揮 ・八神暁彦 ・神山康夫 ・河合義隆

　各品種の花柱タ ン パ ク質の等電点電気泳動を行 っ た と

こ ろ，
‘

長寿
’

の S タ ン パ ク質の 電気泳動パ ター
ン は

‘
君

塚早生
’
と同

一
で あり，

‘

独逸
’

（SIS2），
‘

翠星
’

（SrS4）お よ

び
‘
今村秋

’
（SIS6）の Slタ ン パ ク質と同位置にバ ン ドが認

め られ た （第 1図 ）．さらに，
‘

長寿
’

と
‘

君塚早生
’

は，
‘
幸水

’
（S4S5）と

‘
晩三吉

’
（S5S7）の S5タ ンパ ク質 に 対応す

る S5 バ ン ドが確認 さ れた．一
方，こ れまで S遺伝子型が

SIS5と さ れ て い る
‘
明月

’
で は，　 Slバ ン ドは確認 され た

が S5バ ン ドは検出で きな か っ た．ま た，　 S3タ ン パ ク質は

量的に豊富で ， 他の S タ ン パ ク質とは明ら か に等電点が

異な っ て い る ため ， 本シ ス テ ム で極め て容易に同定で き

るタ ンパ ク質で あるが （Hiratsukaら，1995），
‘

明月
’

に

S3 タ ン パ ク質 は検 出で きな か っ た （デ
ータ 省略 ）．

S1

濡勢！

・← 726bp

　 Slおよび S5遺伝子 の DNA 配列を基 に 作成 した プ ラ イ

マ
ー

を用 い て PCR を行 っ た と こ ろ，こ の プ ラ イ マ
ー

で 両

遺伝子の
一部が特異的に 増幅可能と判断さ れ た．す な わ ち，

S
且
プ ラ イマ

ー
で は S1遺伝子を有する

‘

独逸
’

（SIS2）と
‘

今

村秋
’
（SIS6）で の み約 730bpの DNA 断片が増幅さ れ （第

2 図，A ），ま た，　 S5プ ラ イ マ ーで は S5遺伝子を有す る

‘

八幸
’

（S4S5）と
‘

幸水
’

（S4S5）で の み増幅され る約 400bp

の DNA 断片が検出された （第 2図，　 B）．そ こ で，こ の シ

ス テ ム で
‘

長寿
’

t

‘

君塚早生
’

，
‘

明月
’

お よ び
‘

市原

早生
’
の 若葉 DNA を鋳型 として PCR を行 っ た．　 S1遺伝

子断片は 4 品種 と も明確に 検出さ れ た が （第 3図，A），

S5断片は
‘
長寿

’
と
‘
君塚早生

’
で の み 認 め られ た （第 3

図，B）．以上の結果か ら，
‘
長寿

’
と
‘
君塚早生

’
の S遺

伝子型 は SIS5で あ り，
‘
明月

’
と

‘
市原早生

’
の そ れ は Sl

Sx（x ≠ 3，5）と推定 さ れ た．

　以上 の 分析結果を再確認 し ， さ ら に
‘

明月
’
と

‘

市原

早生
’

の 遺伝子型を決定す る ため に交配試験を行 っ た （第

1表 ）．
‘

君塚早生
’

x
‘

長寿
’

および逆交配 で の 結実率 は，

そ れ ぞ れ 0％（1998年）， 15％（1999年 ）お よ び 21．4％

Si→

鵡 姦ノ

← 726bP

護灘 懇〆

← 413bP

Fig．2．　Gel　plate　of 　amplified 　S「 （A ）or 　S5−gene　fragment（B ）

　　 by　PCR 　using 　genomc　DNA 　of 　the　Japanese　pear　cultivars ．

　　 Note　 the　 specific 　 arnplificatien 　 of 　S ド （A ）or　S
δ

一
gene

　　 fragment（B）in　each 　PCR 　analysis ．

S5→

〃 説〆

← 413bP

Fig．3．　Gel　plate　 of　amplified 　Sr （A ）or　S5−gene　fragment

　　 （B）by　PCR 　 using 　genome　DNA 　 of　the　Japanese　pear

　　 ℃hoju，，
‘Kimizukawase ’

，
‘Meigetsu，，　and 　

‘lchiharawase’．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

園学雑．（1．Japan．　Soc．　Hort．　Sci．）70（3）：328−332．　2001． 331

Tab且e　l．Fruit　set　after　cross
−
pollinations　between　cultivars 　whose 　S−genotypes　are 　questionable．

Combination
No ．offlowers

　 testedNo
．　of 　fruit　set　 ％ of 　fruit　set　 Year　tested

Choju × Kimizukawase

Kimizukawase× Choju

Choju　X 　Meigetsu

Choju × Ichiharawase

Ichiharawase× Meigetsu

Doitsu（S且S2）× Meigetsu

Suisei（SIS4）× MeigetSu

Imamuraaki（SIS6）× Meigetsu

43733147381526442212 3101900396　

　

　

　

34T

　

1
　

　

1

21．4180

，01

．590

．797

，60

，048

，069

．057

．0

1998199919981999199619961999199819981998

（1998年），1．8％（1999年 ）と な っ た ．た だ し，1998年 に

‘

長寿
’

x
‘

君塚早生
’
で 認 め ら れた着果 は 1花そ うの み で

あ っ た た め，こ の 花 そ うに 異花粉が 混入 した もの と考え

られ，両品種 は交雑不和合と判断され た ．ま た，
‘
長寿

’
と

‘
明月

’
，

‘
市原早生

’
と の 交配に お ける結実率は，そ れ ぞ

れ 90．7，97．6％ と 明 らか な和合性を 示 し，一方，
‘
市原早

生
’
と
‘
明月

’
は 明確に交雑不和合で あ っ た．

　
‘

明月
’

と S，遺伝子を もつ
‘

独逸
’

（S且S2），
‘

翠星
’

（SIS4）
お よ び

‘
今村秋

’
（SIS6）を交配した と こ ろ，全て の 組み合

わ せ で和合性を示 した （第 1表 ）．
‘

独逸
’

x
‘

明月
’

と
‘

今

村秋
’

x
‘

明月
’

で の 着果率が若干低か っ た が，全 て の 花そ

うで 十分肥大 した 果実 が 最低 1個 は 認め られた こ とか ら，

受精後 の 果 そう内で の 養分競合 に よる落果があ っ た た め

と考え られ た，

　以上 の 結果 か ら，
‘
明月

’
は S7ま た は こ れ まで に 同定さ

れて い な い S
。 遺伝子を有するもの と考え られた た め，S7

遺伝子を もつ
‘

晩三 吉
’
（SsS7）と Sタ ン パ ク質の泳動パ

ター
ン を詳細に比較 した．しか し，

‘

明月
’

に は S7バ ン ド

と極め て近 い 等電点に量的に豊富な Slバ ン ドが存在 し，

本手法で は Slタ ン パ ク質と S7タ ンパ ク質と の分離 ・同定

が困難で あ っ た （デ
ータ省略 ）．な お，Ishimizu（1998）が

報告した S7遺伝子配列か らプラ イ マ ー
を作成して PCR を

行 っ た が ， S7遺伝子断片を増幅す る こ とは で きなか っ た

（デ
ー

タ省 略）．

考　 察

　これ まで に，
‘
長寿

’
の S遺伝子型は S2S5とさ れて きた

が （安延 ら，1977），我 々 は前報 （Hiratsuka ら，1998）で ，

こ の 遺伝子型 が誤 っ て い る可能性を指摘した．また ，本

実験で行 っ た花柱タ ンパ ク質分析で も S5タ ンパ ク質とと

も に Slタ ンパ ク質が検出され （第 1図 ），さ らに，　 PCR に

よ り Sl遺伝子断片と と もに S5断片が増幅さ れ た （第 3

図 ）．また，
‘

長寿
’

は S2ホモ 接合体 と和合性を示す こ と

が報告され て お り（寺井 ら，1995），S2遺伝子 は な い もの

と考え られ る，こ れ らの こ とか ら，
‘
長寿

’
の S遺伝子型

は SIS5と推定さ れ た．しか し，
‘

君塚早生
’

が 従来か ら考

え られ て い る よ う に S2S5遺伝子型 （大垣，1958）で ある

な らば，
‘
君塚早生

’

と
‘

旭
’

（SnS5）の 後代 品種 で ある
‘
長

寿
’

（安延 ら， 1977）が SIS5遺伝子型 となるこ とは理論的

に あり得な い ．そ こ で，
‘

君塚早生
’

の 遺伝子型を再検討

して み た． ‘

君塚早生
’

の 後代品種 と して ，S遺伝子型 が

S4S5の ‘

新水
’
［
‘
菊水

’
（S2S4）x

‘
君塚早生

’
］が （梶浦ら，

1967），また，SIS2の ‘

早玉
’
「君塚早生

’
x
‘
祇園

’
（S2S4）］

が （梶浦 ら，1969）そ れ ぞ れ作 出さ れて い る．こ れ ら Fl

品種 の 遺伝子型か ら考察すると，
‘
君塚早生

’
の S遺伝子

型は
‘

長寿
’
と 同 じ SIS5と考え ら れ た．本実験に お い て ，

‘
君塚早生

’
で も

‘

長寿
’

と同様 に Slと S5タ ン パ ク質が検

出さ れ （第 1図 ），PCR に よ っ て も Slと S5DNA 断片が 増

幅さ れ た （第 3図）．近年 ， Castilloら（1999）に よ っ て報

告さ れ た PCR −RFLP 分析 で も，両品種が Slと S5遺伝子

を もつ こ と が示さ れて お り， さ ら に 両品種 は 交雑不和合

性を示す こ とか ら（第 1表 ），
‘

長寿
’

と
‘

君塚早生
’
の S

遺伝子型は SIS5と結論 され た．な お，本実験の
‘
長寿

’
の

S5断片は
‘

君塚早生
’

の もの と比較 して 増幅効率が悪 か っ

た が ， 同様に
‘

幸水
’

の S5断片も
‘

八幸
’

に 比 べ て 増幅さ

れ難 い 傾向があ っ た （第 2図 ）．S1断片増幅で は この よ う

な傾向が見られなか っ た こ と か ら，本実験 で 用 い た S5プ

ラ イマ
ー

に よ る増幅 は，鋳型 DNA 溶液な ど に 混入 す る微

量 な爽雑物に影響され や す い可能性が あ る．多糖類な ど

の 夾雑物が PCR の 効率を落と す こ と は，良 く知 られ た 事

実で あ る，

　
一

方，こ れまで 遺伝子型 が SIS5と され て きた
‘
明月

’
と

‘
市原早生

’

は
‘

長寿
’

と明 らか に 和合で あ り（第 1表），さ

らに
‘

明月
’
の Sタ ンパ ク質分析 で は SLバ ン ドは検 出され

たが S5バ ン ドは確認 で きなか っ た．ま た ，　 PCR で も

‘

明月
’

の S5遺伝子 は増幅 さ れな か っ た こ とか ら，
‘
明月

’

に は S5遺伝子 が 存在 し な い と結論 さ れ た ．そ こ で ，
‘
明月

’
の S遺伝子型を検討 して み た．な お ，

‘

市原早生
’

は
‘

明月
’

と明確な交雑不和合性を示 した こ とか ら（第 1

表 ），両者は 同
一

遺伝子型 と考え られ た．
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‘
明月

’
の 花柱 に は，S3タ ン パ ク質は明 らかに存在 しな

い こ と か ら，そ の 遺伝子型 は S 且S2，　 S 且S4，　 S且S6，　 SIS7ま

た は SIS
。
と考え られ た．しか し，交配試験の 結果か ら （第

1表），SIS2，　 SIS4お よ び SIS6で は な い こ と が判明 した．

そ こ で ， 花柱タ ンパ ク質分析に よ っ て S且S7の 可能性を検

討 した が，明確 に はで きなか っ た．寺見 ら（1946）の 実験

結果で は
，

‘

明月
’
と

‘
晩三吉

’

（S5S7），

‘

今村秋
’
（SIS6）お

よび
‘

独逸
’

（SIS2）を交配 した Flに 偏父性不親和 が現れ，
一方，

‘
明月

’
と

‘
二十世紀

’
（S2S4）お よ び

‘
長十郎

’
（S2S3）

との F1で は現 れ ず，こ れ は
‘
明月

’
の S遺伝子型 が SIS7

で あ る こ と を示 して い る．しか し，本実験で は S7タ ン パ

ク質，S7遺伝子断丿†と もに確認 で き な か っ た．　 S7遺伝子

が増幅 さ れ な い 原因 と して，プ ラ イ マ ー設計を含め た

PCR 条件が 適切で な か っ た可能性が あ るが，
‘

明月
’
に S7

遺伝子型 が存在 しな い 可能性 も考慮す る必要があ る．

Castilloら（1999）は ，　 PCR −RFLP 分析 で
‘

明月
’

に S7遺

伝子 が検 出で きな か っ た こ とか ら，そ の 遺伝子型を SISa

と して い る．但 し，
‘
明月

’
に S7遺伝子 が な い と仮定すれ

ば，上述 した寺見 ら（1946）の 交配試験結果と矛盾す る こ

と にな り，こ の 矛盾を解明す る必要 が あ る．こ の よ うに，
‘
明月

’
と

‘
市原早生

’
の遺伝子型 に つ い て は，今後さ らに

検討が必要で あ る．

　以上 の よ う に ，こ れ ま で S2S5と さ れ て い た
‘
長寿

’
と

‘

君塚早生
’

の S遺伝子型 は SlS5で あり，
こ れまで SIS5と

され て い た
‘

明月
’

と
‘

市原早生
’

の それは SIS7また は

SlS
，
で あ る．今後　

‘
長寿

’
と同 じS2S5遺伝子型の グル ー

プ に分類さ れ て い る
‘
須磨

’
，

‘
駒沢

’
お よ び

‘
愛宕

’
の S

遺伝子型を再確認す る必要があ る．

摘　　要

　 こ れまで不和合性遺伝子型 （S遺伝子型 ）が S2S5とされ

て い た ニ ホ ン ナ シ
‘

長寿
’

と
‘

君塚早生
’

，および SIS5と

さ れ る
‘

明月
’

と
‘

市原早生
’

の S遺伝子型を再考 した ．

　
‘
長寿

’
と

‘
君塚早生

’
は互 い に 交雑不和合性を示 し，花

柱内に S1と S5タ ン パ ク質を有して い た．ま た，両品種 の

ゲ ノム DNA を鋳型 と した PCR に お い て，　 Slと S5遺伝子

断 片が 増幅 さ れ た ．以 上 の 結 果 か ら ，

‘

長寿
’
と

‘
君塚早生

’
の S遺伝子型 は S2S5で は な く，　 SIS5で ある

と結論 され た．

　
‘
明月

’
と

‘
市原早生

’
は

‘
長寿

’
と交雑和合で あ り，両

品種 の花柱に Slタ ンパ ク質は認 め られ た が，　 S5タ ン パ ク

質は検出で きな か っ た．PCR に よ る S遺伝子の 増幅で も，

両品種 に S5遺伝子 は検出で き な か っ た．こ れ らの 結果 お

よび
‘

明月
’

の F，に お け る偏父性不親和個体の出現に関す

る文献情報か ら，
‘

明月
’

と
‘

市原早生
’

の S遺伝子型 は Sl
S7 ま た は SIS

。（S。
は ，　 SI−S7 以 外 の 遺伝 子 ）と推 定

され た．
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